
 第502回望星講座 第502回望星講座

 2025年11月15日(土)

【お問合せ】
　学校法人東海大学望星学塾　　〒180‐0013　東京都武蔵野市西久保1‐17‐1
　TEL:0422-51-0161　FAX:0422-53-1025　E-MAIL: bosei@tokai.ac.jp

電話番号 0422-51-0161

◆当日会場で受講される方はスリッパのご準備をお願いいたします。
◆悪天候時の開催の可否についてはホームページやFacebookに掲載いたします。

14:00 -  15:30 （質疑応答含む）
①望星学塾会員  無料   ②一般

◆参加方法：
◆定　　員：会場は先着30名    オンラインは先着50名

①望星学塾会員（会場またはオンライン） ②一般（会場のみ）

◆受講料：　　　　　　　　　　　       1,000円 当日受付に

て支払い

2025年度年間テーマ
「人類の危機の時代に、希望の波をとらえる」

会場とオンラインの両方でイベントを開催する方式のハイ
ブリッド開催

＜PROFILE＞

オーバーツーリズム、その本質を理解すれば、
問題の根源が見えてくる。

「会場受講」「会場受講」できますできます
（会場は望星学塾）（会場は望星学塾）

＜受講方法＞

①望星学塾会員 ②一般（会場のみ）（会場またはオンライン）

事前申込が必要です。

・会場受講、オンライン受講ともにお送りしています

　メールからお申込ください。

・会場のみの受講となります。

　お電話にてお申込ください。

（電話受付時間：月～金　9：00～17：00）
※申し込み登録が承認されますと、
　　　　　　　　 　　より自動返信メールが
　届きますので、案内をご確認ください。
<no-reply@zoom.us>

・講座当日は13：30より受付開始いたします。
　受講料は当日受付でお支払いください。

申込期日　11月14日（金）13:00厳守

ホームページ
Facebookは
右のＱＲコードから
それぞれのページへ
進んでください

おつりのないよう

ご用意ください

 　インバウンド（訪日旅行）の現状と、もたらされる効果を踏まえたうえで、住民をはじめとする

多様な利害関係者の視点からオーバーツーリズムの本質に迫ります。単なる「観光公害」ではな

く、「功罪のジレンマ」としての側面や、捉え方によって異なる複雑さ、旅行の特別な消費活動との

関係性を考察します。さらに、原因や対策の事例、行政の役割にも触れ、この問題とどう向き合う

べきか、その根源的な問いを考えます。

インバウンド観光、観光の社会性、オーバーツーリズム、

外国人労働者と日本型サービス

【学歴】

2018年3月　大阪府立大学大学院博士課程修了（博士、経済学）
【職歴】

2008年　インバウンド（訪日旅行）誘致アドバイザー
2015年　研究所勤務
2021年　東海大学観光学部准教授

崔  載弦
東海大学観光学部　准教授

JAEHYUN CHOI

【論文】
・「観光の構造的問題とオーバーツーリズムの概念に関する研究－利害関係者の観点の
　  相違を事例に－」『日本国際観光学会論文集』第30号, PP.103-110, 2023
・「観光便益の地域還元を可能にする旅行業および旅行商品の構造に関する研究」『日本国際
　 観光学会論文集』第29号, PP.27-33, 2022
・「オーバーツーリズムにおける旅行業者 および旅行者の役割に関する一考察」『日本国際
　  観光学会論文集』第28号, PP.141-148, 2021

チェ　ジェヒョン


